


BSL-4（P4)施設について

世界のP4施設の現況

アメリカ :厚生省衛生研究所ＮＩＨ（ベセスダ）１基
厚生省防疫センターＣＤＣ（アトランタ）２基＋８基増築中
陸軍微生物病研究所ＭＲＩＩＤ（フォートデトリック）２基
テキサス州立大学（ガルベストン）１基＋２基増築予定
サウスウエスト財団（テキサス州サンアトニオ）１基
ボストン大学（ボストン）１基2005年建築開始予定

フランス :Inserm（リヨン）１基
スウェーデン:国立感染症対策研究所（ストックホルム）１基
カナダ :国立微生物研究所NIH（ウニペグ）１基
南アフリカ :国立ウイルス研究所（ヨハネスブルク）１基
ロシア :ノボシビルスクベクター研究所（コルソボ）１基

アメリカ :厚生省衛生研究所ＮＩＨ（ベセスダ）１基
厚生省防疫センターＣＤＣ（アトランタ１基
陸軍微生物病研究所（フォートデトリック）１基
テキサス州立大学（ガルベストン）１基
ジョージア州立大学（アトランタ）１基

イギリス :健康保護局HPA（コリンデール）１基
防衛科学技術研究所DSTL（ポートンダウン）1基

ドイツ : マールブルグ大学（マールブルグ）１基
オーストラリア:  Victoria IDRL（メルボルン）１基
南アフリカ :国立ウイルス研究所（ヨハネスブルグ）
ガボン :パスツール研究所（リーブルベル）１基
ロシア :ノボシビルスクベクター研究所（コルソボ）１基
インド :Defence R&D Establishment（グアリオール）1基
台湾 :国防大学予防医学研究所（台北）１基
日本 :国立感染症研究所(武蔵村山市）１基〔使用できず〕

1. 使用目的

①患者の診断に必須な検査材料の準備

②患者の確定診断（ウイルス分離、等）の実施

対象病原体

①ウイルス性出血熱

（ラッサ熱、エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱等）

②薬剤耐性結核菌

③ポリオ

・ポリオ根絶後のウイルス保管（2008年目標）
・類似疾患の診断

④テロ等での天然痘を想定

3. 安全対策

①宇宙服式（スーツ）ラボ

②グローブボックス式ラボ

4. BSL-4関連病原体、
材料の輸送不可（2001以降）
テロ以後、材料のやり取りが米との間で不可能に

宇宙服式（スーツ）ラボ

グローブボックス式ラボ

P4施設とは・・
病原体等安全管理基準（Bio Safety Level:BSL)のレベル４に
対応する施設である。
（P=Physical Containment の略で、物理的封じ込めの基準。
レベル４がもっとも厳しい条件を要求。）

使用目的等
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